青明舎　　フェイスシート

平成20年　3月24日　担当：馬渡　道伸　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　細越　定生　　様　　　　　　男・女　　　　昭和　33年　　4月　10日生（49歳）

	
	〒　　　住　所　　八戸市小中野四丁目３の５　　　　　　　　　　　　電話　0178-45-4592

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	無し

	
	発症時期
	23歳頃
	罹 患 期 間
	約26年

	
	入院回数
	7回
	延べ入院年数
	約7年10ヶ月

	医療機関
	　　　青南病院病院（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	2週間1回（木曜日）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

２級

	経済状況
	年金
	障害者厚生年金2級　　（月額約10万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイケア　月・水・木・金

	住まいの場
	自宅

	登録年月日
	H　14年　12月　3日
	身長
	176cm
	体重
	135kg

	最終学歴
	光星学院高校卒業
	免許・資格
	　　　普通自動車免許

	職　歴
	運輸会社　　機械のメンテナンス　　電気関係　　くまさんラーメン　　缶詰工場
	

	保　護　者
	氏名　　       細越　定記　     様　　　　父　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

　・生活で困った時の相談場所と人との出会いの場所として利用したい。

	入院・治療歴

1 S56年9月27日～S57年10月27日 （栗田病院（神奈川県）：入院）

2 S60年1月26日～S63年11月19日 （青南病院：入院）

3 H4 年1月25日～H4年12月18日　（　〃　  ：入院）

4 H5 年10月12日～H6年6月25日　（　〃　  ：入院）

5 H7 年7月4日～H8年12月16日 　（　〃　  ：入院）

6 H12年2月2日～H12年7月22日　（　〃　  ：入院）

7 H14年8月27日～H14年11月25日（　〃　  ：入院）

	生活歴

同胞2名の末子として出生。光星学院高校卒業後、神奈川県の運輸会社に就職する。昭和56年8月頃に幻聴に左右された行動をとるようになる。同年9月頃より空笑・階下へ飛び降りるなどの問題行動出現。亜昏迷状態となりS56.9月栗田病院精神科を受診、同日入院となる。昭和57年1月に母親の急死により帰省する。その後、不安・焦燥・困惑状態となるが徐々に消褪。昭和57年10月27日退院し、帰郷する。

　昭和57年10月30日当院初診。同年12月27日以降通院中断する。昭和59年より電気工として就労するが、2年で退職する。同時期より幻聴・妄想が出現し、昭和62年1月24日に湊病院を受診する。脳波検査・頭部X線検査を行なうが、異常は見られなかった。翌日当院受診し、同年1月26日入院となる。以降も断薬により症状再燃し、入退院を繰り返している。

平成14年8月27日に受診後、自宅で大声をあげ、警察に保護される。同日入院となり、服薬管理指導を行ない平成14年11月25日に退院している。その後は実家で生活し、うみねこ幸房に通所している。毎週火曜日には訪問看護サービスを利用している。うみねこ幸房移行に伴いH20年3月17日からデイケアサービスを利用している。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在は父親が八戸東病院に入院中のために、本人一人が実家で生活している。週に一度お見舞いに行っている。実家の近くに姉が生活しており、本人は姉に相談事をしている。実家の高熱費等は父親の年金で払っている。


平成20年3月24日（月）馬渡　道伸

	氏　名
	細越定生様
	男・女
	生年月日
	　昭和　33年　4月　10日　（49歳）


	長期目標（中期・短期）

	・現在の生活を継続しその中で自分なりの生活をしていきたい。


	これまでの経過　前回（H19年9月3日）

	青明舎活動室へ2月後半頃より週に2～3回程度の割合で来所している。ギターを弾いたり、新聞を読んで過ごしていたが、いびきを掻いて寝て過ごす事が多くなってきている。土曜、日曜は「今日は行事何やるの。」等、同じ質問をする確認行為が増えてきている。恒夫さんは来てますか？いつくるかな？としきりに心配していることが多く、来所すると2人でコソコソ話しをする事がある。

3/11に来所され、訪問看護の実施場所について青明舎活動室を使いたいと相談があるが、基本的には、青明舎活動室は不特定多数の方の利用があり個人情報保護ができない事を伝え、「例外的に使わせて欲しい。」と言う相談についても断っている。本人も納得したうえで相談を終了している。
デイケア利用に関しては、2/27～2/29まで３日間体験利用を行っている。まだデイケアの職員の名前を覚えていない為、「名前を間違えると失礼であるから。」と言い、分からない事に関しては大久保恒夫氏に聞いている。

3/16青明舎で行われた「うらら交流会」に参加している。他参加者と交流を持ち過ごしている。デイケアに関しては17日から行くと言い、「体験利用をしたし大久保恒夫さんもいるから」話している。

3/17から正式にデイケアを利用開始する。本人は不明な点はスタッフへ確認を取りながら行動している。デイケアスタッフから森氏からの連絡があり、借金について確認したい事を伝えていると、「貸していた事については本当であるが、金額ははっきりしない。」と話している。

3/19デイケアでスタッフへ話したいことがあると訴え、森様の件について、知り合ってからのエピソードを報告している。又、訪問看護について、職員が代わった事での不安や不満を話している。「来週の火曜日にも訪問看護があると思うと落ち込んでしまう」等、訪問看護のことを夜間考えていた為、睡眠をとることが出来なかったと話され、日中の眠気を訴えており自宅で休む目的で早目に帰宅されている。

3/20一昨日は悩み事があり、一睡も出来なかったが、昨日早めに帰宅されてからは、十分に睡眠がとれたという。また、昨日訪問看護の件について病院職員より電話連絡が入る予定であったが、連絡がなかったとのこと。本日帰宅時に、外来待合室にて病院職員より説明があることを伝えると納得し、昼食後説明を受ける為に早めに帰られる。

3/22外来に行き、18日から訪問者が代わった事や対応が良くなかった事を話され、月1回でも前の訪問者にして欲しいと訴え、外来スタッフからは訪問看護に連絡し調整できるか検討してもらう事を説明し、納得されている。

　3/23青明舎来所し、ギターを弾いて過ごしている。デイケアについて聞くと、「まあまあかな。徐々に話せる人も増えてきている。」と話す。「青明舎での行事に参加してる人がいるから話せる人もいる。」と本人は話している。「まだ、バイクの置く場所で、納得がいかない。」と話すが、職員から駐輪場から歩いてデイケアまで行く事でもちょっとした運動になるのではと伝えると、「まぁ、それも分かるんだけど。」と言う。
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	問題点
	介入の仕方
	支援期間

	①環境の変化に伴い生じるストレス
・デイケア利用

・対人関係

・金銭や物のやり取りによるトラブル
	・現在、月・水・木・金の4日間デイケア利用している。

・幸房からデイケアへ移行し、本人の中には納得いかない気持ちがあると考えられる為、その都度相談にのり話しを傾聴しアドバイスをして行く。

・青明舎で出来る事、出来ないことをはっきりと伝える。

・他利用者とトラブルとなる恐れが考えられる為、細かな情報等を見逃さない。

・金銭の遣り取りや、物の遣り取りがありトラブルの原因になる為に本人へ伝えていく。

・本人が何か気にかけている際には話しを傾聴し、アドバイスを行っていく。

・デイケアに行き本人の様子を把握する。

・外来、デイケア、訪問看護の情報共有を密にする。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　

（小中野在住）








S57年死亡





父（八戸東病院入院中）








（本人）








